
「美ら島沖縄」電子Book版と
バックナンバーは、県ホーム
ページでご覧いただけます。

［美ら島沖縄の設置場所］ 美ら島沖縄 
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。
また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する施
設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていま
すので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、
全世帯向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

公式LINE
@okinawa-
government

公式Ｘ
@okinawa_pref

Instagram
@churashima_
okinawa_offi cial

沖縄県庁広報課 美ら島沖縄

県では、「沖縄島北部及び西表島
の世界自然遺産」を次世代へ継承す
る取組の一環として、令和元年度か
ら「やんばる・西表島図画コンクール」
を実施しています。今年度は北部・
八重山地区の小中学生から199点の
応募があり、県知事賞、環境部長賞、
世界自然遺産推進共同企業体賞の受

賞者を対象に表彰式を開催しまし
た。表彰式には大城副知事が参加
し、挨拶の中で「自分が住んでいる
地域の自然を誇りに思う気持ちが見
る側に伝わってくる素晴らしい作品」
と述べ、受賞者を称えました。

玉城知事は、東京2025デフリン
ピックで輝かしい成績を残した女子
バスケットボールの豊里凜選手、女
子サッカーの宮城実来選手に対し、
沖縄県スポーツ栄誉賞を授与しました。
豊里選手は女子バスケットボール

日本代表の優勝、宮城選手は女子
サッカー日本代表の準優勝という素

晴らしい成績に貢献されました。
知事は、両選手の多大な活躍に称
賛の言葉を贈るとともに、今後の更
なる活躍に期待を寄せました。

玉城知事は、滋賀県で開催された
「滋賀県と沖縄県の交流連携に関す
る協定締結式」に出席し、滋賀県と
交流連携協定を締結しました。
本協定は、両県の独自性や多様性

を活かした交流・連携を強化するこ
とで、両県の更なる発展を図ること
を目的とし、また、恒久平和な未来

に向け、幅広い分野での連携・協調
を目指すこととしています。
玉城知事は、きらびやかな文化だ
けでなく、負の歴史の共有や平和交
流についても「未来への大きな力に
なる」と述べました。

池田副知事は、「KOBE夢・未来
号・沖縄」歓迎セレモニーに出席し
ました。
本企画は、KOBE三宮・ひと街創

り協議会が中心となり、神戸市内の
児童養護施設のこども達を沖縄へ招
待するもので、今回は9施設21名が
参加しました。

副知事は歓迎のあいさつで「沖縄
の歴史・自然・文化に触れ、楽しい
思い出を作ってもらい、また沖縄に
来たいと思ってもらえると嬉しい」
と述べました。

令和7年度やんばる・西表島
図画コンクール表彰式

デフバスケ豊里選手・デフサッカー
宮城選手「スポーツ栄誉賞」授与

交流連携協定を締結　
沖縄県×滋賀県

「第18回笑顔と感動 KOBE夢・
未来号・沖縄」歓迎セレモニー
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沖縄県の主な出来事県 政 フ ラ ッ シ ュ 2026
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那覇空港での歓迎セレモニーの様子

表彰式後の記念撮影

受賞者記念撮影

両県知事と沖縄県人会・滋賀県人会の皆さま

02  連載１ 戦後80周年平和祈念事業　
沖縄から世界へ
―平和と民主主義をつなぐ国際人材育成事業

03 県政フラッシュ
04  特集  ひとりで抱え込まず、まずはご相談ください

生活困窮者自立支援制度

06  戦後80年 記憶と未来のタイムマシン　
［第11回　海編］

08  連載２ 沖縄県こども・若者計画　
ひとりで悩まないで！
あなたのまちの「こども家庭センター」

 読者の声
09  県の動き１　

沖縄県プロフェッショナル人材戦略拠点事業の紹介

  県の動き２　
「令和8年 経済センサス-活動調査」を実施します

10  Fun Fan Local  ［vol.11 中城村］
 アンケート＆プレゼント　
11  県の動き３　
みんなで広げる学びの輪！
「まなびネットおきなわ」

12 情報ひろば
14  県の動き４　
動画で学ぶ「基地と平和」

 広報課からのお知らせ

まるで輝く宝石のように
咲き誇り、見る人を釘付
けにするヒスイカズラ。
自然が生み出す美しさに
感動するばかりです。

「神秘的な色に目を奪われて」
今月の表紙

人口・世帯の動き（2026年１月１日現在）

66万2,199世帯
※前月比731世帯増加

146万8,039人
※前月比583人増加

総人口 世帯数

問い合わせ  　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226
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沖縄から世界へ沖縄から世界へ
―平和と民主主義をつなぐ国際人材育成事業―平和と民主主義をつなぐ国際人材育成事業

沖縄平和賞ネットワークがひらく、学びのフィールド

私塾訪問および子どもたちとの交流の様子

フォーラムにおける活動報告の様子

沖縄平和賞とは

沖縄平和賞は、沖縄の視点からアジ
ア太平洋地域の平和構築・維持に貢
献した個人・団体を顕彰するものです。

沖縄平和賞
（県公式ホームページ）

連載１

2美 ら 島 沖 縄 2026.3
沖縄県のオープンデータ公開中

他
クルーズ船
寄港予定情報

防災などの
地図データ

しまくとぅば・
花と緑の名所

誰でも自由に
データを利用
できます


